第４回　国家試験
佐藤ヨシさん（７８歳）は、右手首と右の指２本は全く動かせません。

支えれば１，２歩は歩くことができます。

　作業療法が終わって車椅子で帰ってきた佐藤さんの手を、おしぼりで拭いてください。

車椅子を線に沿って移送し、車椅子から椅子に座らせてください。

ただし、途中に段差があります。

（試験時間　５分間）　

物　品：おしぼり

設　定：右手にサポーターをつけ右手を曲げた状態で、入り口方向を向いて車椅子に座っている。

　　　床にビニールテープで線が引いてある。段差は幅１５cm、高さ２～３cmの板。

　　　段差、椅子ともにテープで床に固定。ペーパーおしぼり（机上）ゴミ入れ（机下）

＜　手　順　＞

説明をし、物品の確認をする。

１、おしぼりで手を拭く。

1 車椅子のブレーキ、フットレストに足が乗っているか確認。

2 自分で拭けるか確認し、出来ない部分は援助する。

おしぼりを片付ける。

２、車椅子を移送する。

③　佐藤さんの手が外に出ていないか確認し、ブレーキをはずす。

④　線に沿って静かに移送する。

⑤　段差を越える。

３、椅子に腰掛けさせる。

6 佐藤さんの健側（左手）ななめ前に椅子が来るように、

車椅子を配置する。

7 両側のブレーキをかけて、フットレストを上げる。

8 佐藤さんに左手でアームレストを持ち、自分で立ち上がってもらう。

介護者は佐藤さんのウエストに手を添え、バランスが崩れた時に備える。

⑨　方向転換をし、椅子に掛けさせる。

⑩　椅子に深く腰掛けさせ、足を肩幅に広げて座位を安定させる。

11 体調確認

４、車椅子を片付ける。

＜　ポイント　＞

5 ・差はティッピングレバーを踏み込み、キャスターを上げて越える。

　後向きになって越えることも可。

⑥　・介助者は佐藤さんの前方、左右のどちらから介助してもよい。

自分で出来ることは活用


骨折の右手が患側








要介護者の健側に椅子を置く


骨折の右手が患側








車椅子の安全確認


骨折の右手が患側








段差による衝撃は少なく


骨折の右手が患側








自分で出来ることは活用


骨折の右手が患側











